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港の力持ち クレーンの初仕事

春の大沼で羽休め

交通安全呼びかけ 快走！

  これまで対象児の減少により休所となって
いた勇知保育所がこのたび児童の増加と地域
の熱い要望のもと３年ぶりに再開しました。
　この春入所したのは 2 ～ 4 歳までの 4 名の
児童で、4 月 13 日（土）の入所式では、緊
張の面持ちながらも元気いっぱいの姿をみせ、
地域の皆さんの温かい祝福を受けていました。

　4 月 7 日（日）、今年で 35
回目を迎えた稚内大谷高等学校
野球部による「交通安全キャン
ペーン駅伝」。
　稚内警察署前から枝幸署浜頓
別駐在所までの約 90㎞を仲間
とたすきをつなぎ、ドライバー
や道行く人に交通安全を呼びか
けていました。

　4 月 5 日（金）、潮見が丘小
学校で、入学式に合わせ、新入
学児童へ「愛の鈴」が渡されま
した。
　この「愛の鈴」は、「交通安全
母の会」の皆さんが子どもたち
の交通安全を願って一つひとつ
手作りしたもので、稚内警察署
長をはじめ関係者が、69 人の
１年生一人ひとりのランドセル
に取り付け、子どもたちに交通
安全を呼びかけました。

　4 月 12 日（金）、稚内港末
広ふ頭に「風力発電のための送
電網整備」の資材を載せた貨物
船が入港、この４月 1 日から
運用を開始したばかりの大型ク
レーンを使用して陸揚げの作業
が行われました。
　今回陸揚げされたのは敷鉄板
約 3,000 トン。今後もこの大
きなプロジェクトのために大量
の資機材が稚内港に運び込まれ
る予定となっています。

　春を迎えた大沼には、本州方
面で冬を越した白鳥たちが飛来
してきています。
　例年だと 4 月末から５月上旬
にかけてが飛来のピーク。白鳥
たちは、大沼でゆっくりと羽を
休め、旅の疲れを癒したあと、
繁殖地であるシベリアに帰って
いきます。
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勇知保育所再開！入所式

黄色いお守り「愛の鈴」


